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.NET Frameworkに
足りないもの

.NET Frameworkと Visual Studio

.NET（以下VS.NET）によって、開発

生産性は驚くほど向上しました。これ

は、使用した経験のある方であれば、

誰もが抱く感想ではないでしょうか。

しかし、市場ではさらなる生産性を向

上させる「拡張フレームワーク」製品

が存在します。“これらを使用するべき

なのか？”また、“その特徴は？”など、

気になることも多いはずです。今回は

その中から、野村総合研究所が開発／

販売を行なう「オブジェクトワークス

for .NET」を取り上げ、その活用方法

の概要を紹介しながら、その特徴を解

説します。

ASP.NET Webアプリケーション開

発において、.NET Frameworkに不足

しているもの――それは、「画面遷移フ

レームワーク」ではないでしょうか。

どんなWebアプリケーションにも画面

遷移は必要です。また、画面遷移とい

えば、ページ間のデータ共有など、初

心者にとっては混乱やミスにつながり、

上級者にとってはお決まりの手順で面

倒だと感じる作業が付きまといます。

このように、.NET Frameworkは優

れていると思いますが、完全ではあり

ません。その不完全な部分を補うのが、

「拡張フレームワーク」です。今回のオ

ブジェクトワークス for .NETもそのひ

とつです。まずはその開発方法の概要

から紹介するため、オブジェクトワー

クス for .NETの構成要素である、開発

環境「オブジェクトワークス/STUDIO

for .NET（以下オブジェクトワークス

/STUDIO）」と、実行環境「オブジェ

クトワークス/CORE for .NET（以下オ

ブジェクトワークス/CORE）」を使用

します。

画面遷移定義の
作成準備

まず最初に、Visio 2002を起動しま

す。オブジェクトワークスの開発環境で

ある、オブジェクトワークス/STUDIO

が正しくインストールされていると、

「図面の種類の選択」画面に、「画面遷

移定義」という種類が表示されるので、

その中から「画面遷移定義（.NET）」

を選択します（図1）。すると、画面遷

移図を描画するための新しいVisioシー

トが作成されます。

はじめに行なうことは、このシート

のプロパティを設定することです。［画
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面遷移］-［オプション設定］を実行す

ると、図2のように「オプションの設定」

ダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスでは、表1のよ

うな情報を設定することができますが、

この中の重要な設定について説明して

ゆきましょう。

「コントロールID」は、出力される

画面遷移定義ファイル（XMLファイル）

のファイル名になり、作成する画面遷

移定義の識別子です。作成するアプリ

ケーションで一意になるように指定し

ます。コントロールIDが存在すること

から想像できると思いますが、オブジ

ェクトワークスを活用してWebアプリ

ケーションを作成する際に、画面遷移

定義はひとつだけではありません。ひ

とつのWebアプリケーションに複数の

画面遷移を定義することのほうが多い

はずです。オンラインショッピングサ

イトを考えても、「買い物をする」ため

の機能、「過去の買い物履歴を確認する」

ための機能、「ユーザー登録やユーザー

情報を変更する」ための機能など、機

能ごとにサブシステム化してシステム

構築するように、画面遷移定義も分割

することができます。

「データストアID」は、後で作成する

データ定義（Excelの拡張アプリケーシ

ョンで作成）との関連を示すものです。

図2の「エラー遷移」タブでは、画面

遷移において、予想外のページID（遷

移先画面の指定）やアクションID（イ

ベントプロシージャの呼び出し）が発

生した場合に表示されるエラー画面を

指定します。ほとんどの場合、特定の

ページを指定することになるでしょう。

表1の設定を行なうと、Visioのシー

ト上部には、図3のように、オプション

で指定したいくつかの項目が表示され

ます。

図1：Visioテンプレートの選択 図2：画面遷移定義ファイルのオプション

表1：画面遷移定義ファイルのオプション設定

タブ名 設定項目名 設定項目の説明 サンプルの設定値

コントロール コントロールID 作成する画面遷移定義の名前 SampleControl

データストアID 後で開発する「データ定義シート」 SampleStore
項目に指定するIDと同じ値

コントロールの説明 作成する画面遷移定義の説明文 サンプルの画面
遷移

画面定義情報 画面遷移定義ファイル 画面遷移定義ファイルを作成する C:¥OWSample
出力フォルダ名 フォルダ

作成者 このファイルの作成者 溝端二三雄

作成日 このファイルの作成日 2003/12/16

開発者指定バージョン このファイルのバージョン情報 1.0
情報

エラー遷移 別コントロールの画面 無効なページを指定したときの遷 非選択
へ遷移する（チェック 移先画面（エラー画面）を、別の
ボックス） 画面遷移定義にリダイレクトする

ページID 無効なページを指定したときの遷 SysError
移先画面のページID

ASP名称 無効なページを指定したときの遷 Error.aspx
移先画面のファイル名

ログ出力 ログ情報を出力する 画面遷移定義を開発中に発生した 非選択
（チェックボックス） エラーメッセージをログファイル

に出力

図3：画面遷移定義の画面

「オプションの設定」（図2）の
設定内容が表示される

ドロップすれば、
設定を行なうダイアログが表示される




